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年 組 番　　性別 氏名
これは，文章を読んで感じる印象についてのアソケートです。人によって感
じ方には違いがありますから，自分が感じた通りに記入して下さい。
AとBの二つずつの文章があります。二つの文章を比べて，それぞれから受
ける感じについて答えて下さい。下の各項目ごとに，Aが当てはまる時はA，
Bが当てはまる時はB，と（）の中に，記入して下さい。AもBも同じよ
うに当てはまると思う時はC，どちらも当てはまらない時はD，判断がつか
ない時はE，と記入して下さい。
＜1－A＞
源氏の君が須磨へ流されていったこと
をはるかに聞いて，空蝉は人知れずい
たましく悲しく思っていた。しかしそ
の想いを源氏に伝えるよすがもなく，
筑波山を吹く風にたよりをことづけた
いと思っても，それも今さら，人妻の
身で一と1暉られ，まったく消息も絶
えた日を重ねたのだった。
＜1－B＞
女は源氏君が須磨に諦居して居られる
事をも常陸から遙かに聞いて，人知れ
ず思ひやり申しあげぬでもなかつたけ
れども，その意中をお傳へ申しあげる
便宜さへないので，なるほど筑波山を
越えて京に行き交ふ人も稀にはあるの
だが，それに託するのも不安な氣がし
て，柳かの人傳の消息さへなくて久し
い年月が過ぎてしまつた。
　　　　　　〈設　問〉
長いと感じる文章は，
古風な感じがする文章は，
上品だと感じる文章は，
読みにくいと感じる文章は，
わかりやすい文章は，
固いと感じる文章は，
温かいと感じる文章は，
上手な文章だと思うのは，
詳しい文章だと思うのは，
男らしい文章だと思うのは，
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＜2－・：一　A＞
京から出向いて來た紀伊守などX云ふ
伜たちや，その外迎への人々が，殿が
御参詣にお越しになる由を告げたので，
では道中が騒がしいであらうと，夜の
明け方から急いだのであつたが，数多
の女車をつyけて，仰々しく練つて來
るので，直きに日が高く上つて来て，
打出の濱を通る頃には，もう粟田山を
お越えになつたと鰯れながら，前駆の
人々が路を塞いで入り込んで來る有様
に，皆々關山で乗物を下りて，此威彼
虞の杉の下蔭に車を引き入れ，牛を外
し韓をおろして，木がくれに畏りつN
お通りをお拝み申し上げる。
＜2－B＞
京からは常陸の介の子で，紀伊の守な
どといった者たちが，迎えに来ていた
が，
「源氏の君が今日，石山寺にお詣りに
来られるそうですよ。偶然ぶつかって
しまって」
と知らせたので一行は混雑を恐れてま
だ明け方に宿所を出た。
かなり急いだつもりだが，一行は女車
が多く，道いっぱいになってわらわら
と進むので思いのほか手間取って，日
が高くなってしまった。
打出の浜へ来かかった頃，
「殿は粟田山を越えられた」
ということで，源氏の前駆の者が道も
いっぱいに立てこんでたいへんなさわ
ぎである。
これでは通るわけにいかない。
常陸の介の一行は逢坂の関山で皆おり
て，源氏の行列に道を譲り，やり過ご
すことにした。ここかしこの杉の下に，
牛を外した車を据え，木隠れに畏まっ
て待つのであった。
〈設問省略〉
＜3－A＞
かうしてゐる中に女の夫の常陸介は老
衰の極であらうか，絶えず病みつづけ
て，心細く感じたので，子息達に唯こ
の女君の事だけを言ひ残して，　「萬事
は唯この君の御心通りにして，自分の
在生中に攣らずお仕へせよ」とばかり
始終口ぐせに言つて居た。女君は，薄
倖な前世からの因縁によつて，この夫
＜3－B＞
こうしているうち　ひたちのすけは
病気がちで心細かったので，子ども
に　妻のことを　くれぐれも　言いお
きます。
「すぺて　あの人の　お心にまかせて，
変らずに　仕えなさい。」
と，明けくれ言っていました。女も，
じぶんは　つらい宿世で，この上　こ
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にまで先立たれ，更にこの先何んな風
に落ちぶれさまよふのであらうかと，
思ひ歎いてをられる，その様子を見る
につけて，常陸介は，壽命といふもの
があることだから，惜しみ留めように
も方法がない。が，何うかしてこの女
の御ために魂塊をこの世に遺して置く
事が出來ればよいに。我が子達の了簡
もよく分らない事だからと，氣がかり
でもあり悲しくもある事と言ひもし思
ひもして居たが，壽命は思ふ盤には引
き留める事の出來ぬもので，遂に亡く
なつてしまつた。
の夫にまで死なれたら，どうして生き
ていけようか　と，嘆いています。男
は，そうした女の姿を見て，人の命
は限りのあるもので惜しんでも　と
めようがない，なんとか　この人のた
めに　せめて　残しおく　魂でもあれ
ばなあ，子どもの心もわからないのに，
と，心配で　悲しくも思うのですが，
心で　とめるわけにもいかず　なくな
りました。
〈設問省略〉
＜4－A＞
以前，伊豫介といった老人のことを，
読者は，まだ記憶にとどめておられる
だろうか。
あれはいつだったろう……そう，たし
か桐壷院がお崩れになった，翌年のこ
とだったと思うが，任代わりして常陸
介となった彼は，はるぽる赴任してい
ったのであの帯木，一目に見えて，
ふと消えゆくにも似た女一その名を
空蝉と呼んだ人も，夫にしたがって，
常陸へ下っていったのだった。
＜4－B＞
あの伊予の介といつた男は，桐壺の院
がお隠れになつた翌年，常陸の介にな
つて任国に下つたので，その空蝉も連
れて行かれたのだつた。
〈設問省略〉
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The　Difference　of　the　Impression　and　Evaluation　of　an
　　　　　　　Expression　on　the　Same　Information．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Youko　Hasumi
　　The　impression　of　a　sentence　is　in　the　common　with　many　readers．
Ithink　that　it　is　based　on　a　characteristic　of　sentence　structure．
Then　I　made　two　sentences　of　the　same　information　read　to　high
school　students　and　investgated　the　impression．　As　a　result，　I
conclude　that　an　impression　of　a　sentence　is　a　close　relation　with
acharacteristic　of　sentence　structure．
Key　words
①impression　of　a　book；②mathematical　linguistics；③the　same
information；④impression　evaluation；⑤trallslation　of　classic
literature
　　　　　　　　　　　　　（学習院大学大学院人文科学研究科博士後期課程，日本語学専攻）
一67一
